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雜
錄
勞
農
懿
阈
の
勢
働.組
合
.

S

十
.ニ

號

九

八

ソ
都
合
な
事
に
對
し
て
、
.鬪
ぅ
の
が
新
勞
働
組
合
の
使
命 

で
あ.
つ
て%

之
に
加
ふ
る

}(
:
勞
働
紐
合
の
官
僚
，的
に
爲

:.や
ぅ
ビ
す
る
に
は
、
勞
働
組
合
は
以
前
ょ
6

も
强
い
程 

度
で
、
勞
働
老
强
制
を
加
へ
^

け
れ
ば
な
ら
ぬ

V
J

考
へ 

ら

れ

る
.:
c

AI

ふ
に
勞
働
軍
隊
を
編
成
す
る
こ
^

は
、
勞 

働
を
取
隊
化
し
て
S
 

二
般
的
勞
働
義
務
を
强
制
す
る
第 

1

步
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

:
:
'
:
:
'
,
現
茌
の
勞
働
齟
合
運
動
に
於
け
る
觫

」

現
在
，の
勞
働
組
合
は
.

隨
分
大
き
|

な
仕
學
を
し
，て
居
る 

が
、
輪
時
に
今
日
の
如
き
過
渡
期
^

際
し
て
、
，種
々
の 

缺
陷
な
*§

を
得
な
-

い
C

例
へ
ば
グ
ォ
ル
ガ
河
^
於
け
る 

運
搬
夫
鈕
合
0

指
導
者
は
賃
鈒
代
關
す
る
組
合
員
の
私 

慾
：的
要
求
を
支
待
し
て
居
h

な
が
ら
、

一
方
汶
不
法
掠 

奪
に
對
抗
し
や
ぅ
ビ
す
る「

ソ
グ
ヰ
エ
ッ
トj

の
權
カ 

を
助
け
な
い
の
‘

は
、
耍
1-
.

る
に
組
合
員「

の
無
智
で
ぁ
つ

_

.

.
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て
S

:

狹
い
利
潘
を
代
表
す
る
結
果
に
外
な
ら
^

い
0:

吾 

人
は
組
合
が
偏
狹
な
圈
體
的
利
害
を
防
雛
す
る

>
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の 

以
上
に
、
其
知
見
を
進
め
な
け
れ
：ば
な
ら
ぬ
。
是
等
不

る
こ
ビ
を
防
ぐ
必
'要
が
あ
る
。
勞
慟
組
合
.

の
總
會
R

出 

席
す
る
紐
合
'

員
は
：全
體
に
對
し
て
、
極
め
て
少
數
で
あ 

K

v

>

是
等
少
數
者
中
の
少
數
满
が
組
合
の
事
務
に
干
與
.
•

し
、
組
合
.
の
乳
事
激
は
必
ず
し
も
生
活
上
^

於
て
、
多 

數
の
組
合
員
ビ
接
觸
を
保
た
な
い
、
如
何
に
不
熟
練
勞
.

：
;
 

#

满

の

賃

银

办

低

廉

.で

あ

つ

て

も
、
組
合
の
包
括
す
る 

孅
業
^

無
關
係
で
あ
る
^

云
ふ
を
以
て
、
組

合
と
し
て' 

彼
等
の
地
位
を
改
善
す
る
.

てV
J

に
力
を
致
^
な
い
ビ
云 

ふ
諸
點
は
吾
人
の
何
ど
し
て
も
排
斤
せ
ざ
る
を
得
ざ
る

J
 

所
で
あ
る
"

以

上

は

C
u
r
r
e
n
t
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i
s
t
o
r
y

 

M
a
g
a
z
i
n
e

九
月
號
所
截

.
の
記
事
中
か
ら
、
自
由
に
拔
抄
_
_
し
た
も
の
で
め

.

S

V

…

る
。

塔

新

文

學

の
 

命

に

及

ぼ
U

:

國

大

萆

'\
::
: 

、る

影

響
.

部

百

：
太

：鄭

ハ

■

ル
ィ
第
十
四
世
は
多
年
.

の
外
戰
ビ
豪
奢
な
る
.

宮
中
生
. 

活
に
ょ
つ
て
財
政
を
紊
亂
.
.せ
し
め
、
爲
に
鄉
國
に
於
け
ふ 

る
.

#

制
政
治
の
：衰
滅
を
_

促
_

せ
し
め
た
り
。
然
る
に
王 

は
他
0

方
面
^

.

:

6

も
、
'專
制
政
治
に
對
す
る
信
用
を
失 

S

せ
し
め
、
以
て
間
接
に
所
謂『

«

_

M』
(

A

n

d

e

n

R

?

.
 

t

)

の
'

破
：壤
に
氣
勢
を
副
へ
た
t

其
の
次
第
は
ル

び
懷
疑
的
並
び̂

革
命
的
な
る
.こ
.客
に
於
’て
、
其
の
#
 

色
を
發
撖
.せ
り
，。
而
し
て
其
の
窮
極
の0
的
は
、
當
時
. 

:'
'
'の
：奮
鄕
不
取
等
な
，る
政̂

上
及
び
|1
:
會
上
0

紕
織
及
' 

び
制
度
を
毅
造
す
る.に
在
り
き
。
數
多
載
出
せ
し
當f t
'

,
 

\

の
學
渚
思
想
家
中
、
其
の
所
說
の
革
命
の
煽
動
•に
與
つ 

|
'

て
最
も
力
あ
-

o

左
る
者
、
,

ン
テ
ス
キ

ュ
L

グ
ォ
V
 

|

タ
ー

ル
、
,
y

l

デ
ド
ロ
丨
及
び
»

^『

重
1

^
派』

一

(
p̂
s
i
o
c
r
a
t
s
)

中
の
一
一
三
者
な
b

せ
>

o

 

•而
し
て
英
國

|

の
功
利
.

派
.

も
亦
猶
蘭
.

西
革
命
0

勃
發
.に
多
少
の
影
響 

を

及

ぼ

せ

.
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大
主
の
保
護
、
.

獎
臟
女
加
へ
し
佛
蘭
西
.

の
文
學
及
び

( j

に
與
つ
て
カ
ぁ
>

た

：
る

，
の

み

な

，ら

ず

、

影

響

の

久

し
 

料
學
^

第
冲
七
世
紀
の
終
末
ょ
り
第
十
八
世
紀
の
中
葉
に
一
旦
之
且
づ
其
の
：効
果
の
大
な
り
し
點
ょ
り
見

e
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、
非
常
の
®

觀
を
品
し
、
數
多
の
难
命
思
想
ば
、

.

先
づ
モ：

ン
テ
ス
キ
、
1

を
擧
げ
ざ
.

る
可
か
ら
す
0 

は
此
の
炤
^

養
成
せ
ら
れ
た
れ
ば
な
ぅ
。
:^

時
]:

於
け
彼
の
著

『

萬法精理
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哲

學

塵

は

？
锯
白
0

大
膽
な
る
|

、
及

年

}

:

は
.

政
：治
社
會
に
於
け
る
人
々
：の
行
動
を
支
？

可

第
：

十
！
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盖
文
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摩
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革
新
文
擧
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佛
國
：大
苹
命
§

ぼ
し
れ
|

響
-'
.
.

絡
十
s

’

一
〇
〇 

一
き
法
則
を
發
見
.
せ
ん
：ビ
努
め
た
る
も
め
^

し
て
，、
其
'
:の

‘
.
' 

受

せ

じ

や

杏

や

に

就

：て

.

は
紙
關
心
な
り
き
？
日

く「

法 

:

精
神
亿
於
て
も
フ
又
其
め
醋
論
に
於
て
も
へ
何
等
革
命
，
.
律
雜
1 :
:

の
.
必
耍
は
往
々
^

^

' 1
:

到
る
气
其
の
到
る
や
、

，
的

，
の
，
ロ

吻

を

帶

び

す

ナ

純

然

た

る

哲

學

的

見

地

^

立

ち

極

め

：て
稀
.

れ
な

り
(°

併
か
も
其
0

到
&

し
と
き
に
は
、,

-

て
.

：、
宇
宙
に
於
け
.

る
各
種
の
法
則
の
：發
生
.

す
る
由
來
を
之
：を變

M

す
る
k

最
も
it
*

な
る
を
要
す」

■.

•

漏

し

？
進
ん
で
共
和〗
政
？
王
政
1

.

專
制
政
f

各
®

一
 

.
今
日
ょ
り
之
を
見
れ
ば
頗
る
牟
凡
の
說
介
る
を
免
れ 

の
政
體
を
比
較
研
究
し
て
、
各
自
の
：長
所
す
欠
點
ど
を
'|

す
^

雖
、
.

以
て
當
時
彼
の
思
想
：の
緻
密
に
し
て
、
未
だ 

•;
•

指
•

偏
し
、
：，其
の
隊
替
、
保
«

の
|

因
^

說
明
せ
.

り
。
而

|

嘗
て
急
言
切
語
せ
ざ
る
本
色
を
伺
ぅ
に
足
れ
り
。
彼
の 

:

し(

て

民

ゼ

政

治

の

原

观

を

說

：
明

，
し

1:
:
:、.
共

和

國'
0

0

3
,:

|
偉
大
な
り
も
は
、
佛

1]

菌
の
爲
k

^
の
政
體
を
撰
ぶ
に 

:
n
l
o
n
-
w
e
a
M
l
)

の
愛
即
ち
本
等
0

,

愛に在云：
へ

.
b

。

\

方
办
て
、
先
づ
人
事
上
化
於
け
る
搌
因
游
果
の
關
係
を 

.

レ
：ア
グ
ス
ト
i

ル
.

が
锹
極
端
0 -
摘
^

存
す
る
方
法
を
以
：
*

本
的
に
說
明
せ
し
に
在
6

。
而
し
て
彼
の
學
說
の
.影

饗
の
如
何
^

大
な
り
し
か
は
、

一

七
九
一
年
の
佛
國
痛 

';
:

法
が
英
國
：流
.

の
憲
法
に
.

模
倣
せ
し
を
見
て
も
、
之
を
察
'

一
，す
可
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な
^

v
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°

V 

V

 

'

-
:
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當
時
佛M
の
A

心
を.

動
か
し
た
る
思
想
界.
の

1

潮
流 

は
、4

.

種
の
S

然
主
義
6

も
云
ふ
可
き
■

ゆ
^

『

重

康
：
;:
;

:

: 

:,
,
學

- «』

.

な

り
->

す
。.

ケ
4

丨
拟.

此

：
の

學

派

.
の

始

祖

此

し

■

て
：.彼
の
主
張
は
社
會
の
全
體
に
經
攀
せ
る『

&

然
1

の

狹
.

し
.

て
>'

軍
に
分
配
.

の
役
目
5:
-

爲
す
に
過
ぎ
ず
。
故
.

に
&;

.

序
を
發
見
し
、
又
|1
:

#

繁
昌
0

'

基
磔
/2

る
：經

濟

狀

態

を

.

等
は
久
し
ぐ
課
せ
‘

ら
れ
來
b

し
有
ゆ
る
租
撒
及
び
東
縛 

:

:

密
赍
せ
ん

W

云
ふ
に
茌
り
き
"

彼
の
傑
作『

赏

農

主

義

一

ょ

り

解

放

せ

ら

れ
.

ざ
る
可
が
ら
令』

。
す 

'

名
：自
然
的
政
體』

(
L
a
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 p
h
y
s
i
o
c
r
a
t
i
e
,
.
.
o
u
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o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n

ヶ
ネ
ー
は
；又
0|

科
全
書
中『

農
夫』

(
F
e
r
m
i
e
r
)

な
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t
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r
e
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e
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u
v
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七
.六
八
¥

)

中
へ
項
に
農
夫
の
•貧
乏
€

エ
.業
の
衰
頹
ビ
は
、
徵
说
を
都
會 

:

;

に
唱
道
^

し
理
論
は
彼
の
高.弟

チ

ニ

ル

、
ゴ
|

が

最

初

餛

''
.

1に
驅
逐
せ
し
悲
境
ビ
腿
制$
殚
恣
不
茈
な
る
課
税
€
及 

.;

督
ビ3

て
リ
苄
ザ
ン
：
.に
於
て
、
後
年
又
佛
國0-
藏
相
€

|「

.び
栽
物
賣
買
の
制
限
ミ
化
因
凼
せ
り̂
論
じ
？
尙
他
の 

:じ
て
中
央
政
府
に
於
て
，、
：之
を
實
地
に
：適
用
.ぜ
ん
と
鱿

:.f

毂
物』

0

項
に
於
て
.，
資
本
$

勞
カ』

を
土
地
に
■集
注 

、み
た
..る
教
な 
>

。.
其
0

现
論
に
據
れ
试
、

『

土
地
は
唯
}
'.
,

|

し
て
須
X

怫
國
の
天
然
的
便
益
を
利
用
す
可
く
、
而
し 

f

源
^

^

祖
稅
は
七
地
ょ
卩
生
ず
る̂
^̂ 

'て
K

の
土
地
の
收
權
は
之
を
外.1

_
A.

 ̂

庶
接
赋
課
さ
.を
两
_

系

の

な

-
^
。
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,
土

地

の

總

生

產

高

ょ

.
換
す
可
し 

<
 唱
導
し
て
ゥ
コ
ル
、ベ
ル
ミ
反
對
の
政
策
を 

り
耕
作
费
ビ-±
地
'̂

良
«
;̂

を
控
除
し
？̂

勞

働

考

の
|

主
張
せ
り
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m
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d
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生
活
を
支
え
之
れ
に
相
當
,

報
酬
を
拂
び
，
斯

く

し

て
|

.

2

2) 

.

;

:

剩
し
得
だ
る
實
利
は
、.
國
家
が
個
人
の
.

地
#

f

.の
間
に
:4
'

.

當
時
働
國
の
#

狀
'

を
類
み
れ
ば
、
各
の
■
業
は
階
級 

;;
.'
;於
け
名
共
產
V

L

V

處
分
し
得
る
4

の
な
リ
。
而

し

て

' 

都
市
、
地
方
乃
氛
^

!(
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s

等
の
#

權
の
爲
め
に
、
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:

劂
家
^

|

求
す
可
き
分
働
额
啟
现
，論
3

涯

と
^

俄
^

其
の
進
步
發
達
：を
妨
害
せ
&

れ
*
、
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a

地
の
通
商
亦
.各
地 

」

で
檄
笼
す
可
き
な
6
11
造
業
%：
商業も富於生產把ず方

.

間
の
關
稅
の
闕
_

は
阻
番
せ
ら
れ
て
萎
靡
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振
ゆ
狀
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.
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.

ン
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v

ス
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へユ.
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は
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,

ゆ
る
政
治
的
極
端
殊
に
放
恣
な
る
專
政
を
惡
み
、.；
英
國 

•

の
憲
法
を
以
て
、
王
政
、
嘴
族
敗
、:,
民
主
政
の
2

政
艘

の
#

長
處
を
併
有
せ
る
も
の
なb

v
j

し
て
、
之
を
推
獎

': 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.-

... 

.

.

.

.
 

.

.

.

しF

措
か
.
.ず
。
然
も
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ー
は
英
國
憲
法
の 

外
形
を
の
み
觀
瘵
し
て
、
當
叫
の
英
國
人
が
實
際
に
於 

.

て
：^
法
の
，明
文
上
'*

ベ
ら
れ
た
る
政
治
上
の0
由
を
享



饱

十

四

卷

(

一
七
五
'5
,

雜

.錄齡
备
の
佛
國
奈
命
に
及
ぼ
し
れ
る
髿

 

笫ド11

跳

5
1
1

，態
比
花
k

ぎ
。
.

彼
等
自
然
主
義
尊
ぼ
.

、
龔
造
^

驗
.商
等 

-

は
«

竟
分
配
の
’

役
目
を
浒
^

を
に
遞
ぎ
：ず
€

し
、「

事
物 

を
有
の
儘
に
放
任
せ
ょ」

(
L
a
i
i
g
s
e
,
z
f
a
i
r
e

 

e
t
l
a
i
s
s
e
z

 

, 

p
a
s
,

没r
)
.

て
ふ
有
名
$

る
格
！
J

H

.

r

jそ
是
等
，の
經
濟
Jt

)
の
弊 

■'
ff
i

^

救
濟
し
得
.

ベ' 
け
れ
e

唱
道
ぜ
ト
。「 .

彼
等
ば
又
賃
金： 

及
び
利
益
は
自
然
0

法
則
^

依
り
で
算
定
す
可
し
、
：物 

.

の
自
然
的
®

値
は
即
ち
'

其
0

^

|

果
«-

り
S

主
張
せ
.

なO
:
:

 

.

彼
等
0

所
說
れ
る
鄭
地
の
經
爾
^

基
&;

し
ょ
6>

は
、
寧 

ろ
學
者
的
落
論
奶
臭
味
&

帶
び
し
匕
_

、
只
管
»
緋
の 

み
^

浓
&

し
怫
國
從
來
：の
社
會
的
及
び
败
治
的
制
度
^

.

取
:0
:

て
は
？
實
化
晴
天
-

の
«

露
に
し
.

て

、
：：
某

の

が

«

の 

痛
切
な
む
し
ゃ
、,
ff
i

d

可
き
な
&

:

?

へ
英
國
經
濟
學
0

箅 

祖
方

V

ム
，
。$

ミ

ネ

き
.

七
：

セ

多

、.
是

等
.«

國
雜
濟
擧
派
.

の
先
覺
者
ビ
會
'

見
.

し
て
？

，
.

,

大
に
得
る
.

所
あ
6

た
り
。.
彼
；の
ー
微
作
T

S

宵
論』

.；■

 

「：w
e
i

 

o
f

 

N
a
t
i
§
s
)
2

七
七
六
年

)

は

、

.近

他

英

國 

經

濟

學

發

澤

の

先

驅

た

6

じ
：が

如

/

%

是

等

童

農

學

派
：：

,

の

主

張

は

漸ぐ

實
.

观

せ

ら

れ

，

.

て
、

' 

英

佛

兩

國

間

の
s

rf
t
 

贸

易

を»

^

(

.

一
 

.セ

八

六—

七

年)

.

忽

ち

廢±
'

せ
.

ら

れ
.

し
.

k 

lÎ
'
M-.
ti
l
ls
'

m
^

ô
ff
i

^
^
&̂
a
^
i
l̂

の
tt
ft
®

濟
»

が
|
:知
竿
解
贫
が
ら
も»

國
多
數
0

:思 

|

想
を
動
か
せ
し
事
は
、
當
時
のS

々
た
る
政
論
が
重
に 

?

祖
概
の
ぞ
ゐ
弗
を*

る
a；
埘
諭
^

歸
着
せ
し
事
實
^
徵 

し
て
も
、
之
を
覺
る
に
難
か
ら
^
。
數
年
を
出
で
ず
し 

で
、
‘
グネ
ー
.、
チ.
ユ
ガ
ゴ
、の
學
徙
，は
全
國
各
地̂
遨
延
し
、 

愚
被
は
し
て
政
治
上
卜
理
財
上
の1
*
を
欠
き
し
ー
ィ 

，
第
士
班
世
す
ら
ヽ
其
の
所
說
がII
.T
-
は
革
命
.の
ー
大
厭 

|

因
た
.る
可
じW

比
®

ら
本
し
て
、
.

|

七
五
八
年
ゲ
ネ
ー 

|

が
其
の
主
_

观
論
を
.雜
字
上
_
.明
表
し
た
る
1
^
>
1
€
拦
' 

一
！̂b

n
o
m
i
q
u
e
.

を
ば
王
室
：の
費
用
を
以
て
即
刺
，し，

^
 

を
世
間
纪
頒
布
せ
じ
ひ
る
ゆ_

れ
り
。
爾
後
ニ.
.年
ヶ
‘ネ 

.

-
の
同
卞
に
し
で
、.；
其

の

主

_

の

唱

道

に

一

層

熱

心

な
 

&

し
ミ
ラ
ボ
ウ
候(

«

名
な
る
ミ
一
フ
ボ
ウ
冶
の父)

が 

同

書

を

重

刊

せ

し

を

見

で

も

、
，
ケ

ネ

ー

の

學

說

の

# !
々

の
偉
大
な
り
し
を
見
る
可
じ
。
.
.

.

@

0
 
ぐ
;:
:
:ぃ
：
::
'

.

..

.

.

:

次
に
#

國
の
思
想
界
に
大
な
る影

！
！

を
.
及
.
ぼ
し
^
る 

は

、::
,
ロ
 

？
ク
一
派
の
英
國
功
利
®

學
な
办
o
. 

ロ
ッ
ク
の
_ 

所
說
^

據
れ
ば
1

性
善
に
し
て
自
_

平
镣
の
生
を
享
け
' 

だ

：る

人

類

は

元

來

固

然

の

，狀

態

に

康

活

し

だ

る

も

、

:'
;'
:

私
.: 

一
有
財
産
及
び
奢
修
の
％

生
.

と

共

，̂

漸

次

に

.®

敗
i

： 

ド
，？
遂
^

ー
層
の
弊
窖
を
防
.
逷
せ
ん
が
爲
め
、
兹
R

&

: 

府

——

.

天
然
の
肖
*

を
制
限
す
る
限
り
に
於
い
て
政
府\ 

も
亦
一
‘

弊
害
た
る
を
免
れ
ず
一T

-

な
る
乾
設
立
せ
ら
•る 

に
至
れ
り
。
人
が
自
然
の
’
狀
德
k

;#
;

花
す
る
@
然
の
‘ 

:

權
利
を
有
す
る
事
ほ
、へ
正
當
の
瑚
解̂

依
&

て
、
. '
-

之
れ

:; 

を
發
見
す
る
化
雛
か
ら
中
。：

而
か
も
荷
、
依
つ
て
以
て
一 

人
間
社
會
：の
帮
議
を
決
定
す
可
S

方
策
れ
る
法
#

"

其

，
 

の
法
律
を
適
用
ず
る
裁
判
官
、.(

某
の
裁
刺
宫
め
剑
決
を
：
：
_
:
, 

實
行
す
可
き
力
の
必
要
起
る
P

:

政
府
の
設
立
せ
ら
；.れ
し
、
 

，
は

、
羅

竟

楚

等

の

宴

求

を

充

れ

し

、
，
，
以

て

生

命

財

產

を

第
屮
！L

卷' 

(

ャ
七
五
1

3

:

雜
，

錄
苹
新
文
.

#

0

怫
随 .

保
議
せ
ん
が
爲
に
外
な
ら
ず
。
國
.家
を
組
織
す
る
人
民 

:
は
社
會
的
契
約
に
侬
っ
て
、
如
上
の
諸
目
的
を
保
證
す 

る
に
必
耍
な
る
限
り
に
於
て
、各

m
の
權
利
を
政
府
に

‘娄 

•f
f

i

't
る
も
、
其
の
以
外
の
權
利
は
縱
令
治
主
に
對
し
て 

も
之
を
保
留
す
る
な

h
。
政
俯

0
身
已
に
弊
寄
な
る
が 

'故
、
其
の
權
能
は
嚴
重
紀
之
を
制
啦
せ
ざ
る
可

ら

ず

。

ぶ
人
間
の
逍
理
は
最
高
の
法
律
な
り
。
政
府
の
未
だ
設
立
，
 

:

せ
ら
'

れ
ざ
る
や
、
道
理
は
@

然
の
法
律
即
ち
唯
. 

一
-0

法 

律
な
り
。
政
府
の
設
立
せ
ら
れ
た
る
社
會
に
於
て
も
逾 

.

理
は
侦
ほ
有
ゆ
る
法
律
の
效
果
の
.

標
準
た
る
な
り
。
凡 

て
の
法
律
の
基
礎
V2

る
正
常
の
逍
现
e

相
反
す
る
.も
の 

は
即
ち
無
效
な
b

云
‘

o々

.
是
等
の
理
論
は
蘇
格
蘭
の
史 

:

家
ヒ
ュ
ー
ム
に

f

て
、
物
質
的
方
*

面

に

，
！
：
つ

て

祖

述
 

ペ
せ
ら
れ
、
有
ゆ
る
知
a

は

辦
m

す
る
に
，經
驗
の
賜
*

 

i

1

切
の
觀
念
‘

ば
即
ち
主
観
の
所
生
^
し
て
客
觀
的 

に
は
實
茌
せ
す
ビ
論
斷
せ
ら
れ
た
り
。
當
時
英
怫
兩
«

 

の
學
者
は
互
に
相
往
來
し
て
意
見
を
交
換
せ
し
か
ば
、
 

大
苹
命
に
及
ぼ
七
れ
る
敏
響 

第
十
二
號
、

1

〇
彐
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第

十

四

怨

c

l
‘七̂
•
四)

、

雜

錄
.

苹
新
夂
學
0

铆
國
大
苹
命
に
及
ぼ

.1/

打
る
影_

第

十

ニ

號1
0
23

.

こ
の
實
驗
m

は
忽
ち
怫
國
の
思
想
界
に
影
.響
を
及
ぼ

し
、
グ
ォ
ル
.
,

1

ル
、
：:
モ
ン
-

7

ス
キ
ユ
I

へ
ル
エ
チ

ゥ

K

等
®
ド
ロ 

:

ッ
ク
ヽ
ヒ
.

ユ
丨
ム
の
學
說
を
觥
吹
せ
し 

が
、
殊
に
ル
ン
l

0

『

s

#J
g

』
(

c

o

n

t

r

a

t
CO
-

0C
P3
.

-

1

)

及
び 

其
の
敎
宵
論『

工.
ミ
屹
ル』

^

3

|:
,

が
ロ
ッ
ク
の『

政 

Jl
^

i
ir
e

l

l

^

w

o
 

T
r
e
a
t
i
s
e
s

 

o
n

 
C
i
v
i
l

 

G
o
v
e
m
m
e
n
t
)
e
i

 

,

胎
せ
し
や
、
疑
を
容
れ
ず
。

■'- 

,

'，
.(

五

)

：
、

'

^

.

,

:

..
'
 

一.此
の
如 
<

佛
國
の
學
*

は
®

等
の
«
本
的
見
地
に
立 

.

ち
て
、'
筆

を

揃

へ

，
て

：
當

時

:0

信
_

，
：
習

憤

：
は

勿

論

社

會

「 

の

有

ゆ

，る

制

度

文

物

に

對

し

，
て

攻

.

擊
を
試
み
し
が
、
就 

中
、_

f

銳
刺
に
し
て
、深
刻
：の
議
論
s

蕩

|

諷 

刺
を
以
て
當
時
の
思
想
界
に
：多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し

は
ザ
ォ
ル
メ
タ
|

ル
欢
办
会
。
グ
ォ
ル
V

一
グ
ー
ル(

一

六
九
四
！

一

七
七
八
年

)

.!

は
：佛
蘭
賀
革
命
の
精
神
に
し 

て
ノ
當
時
の
人
心
ド
蘊
蒸
せ
る
思
想
及
队
感
愦
を
最
も
-.
 

:

大
膽
に
*

も
有
カ
^

吿
白
せ
る
'

は
彼
の
著
述
な
り
。
彼

は
素
'
^貴
族
の
家
‘に
生
れ
夙
^

宮
中
R

出
入
し
て
上
流 

社
#

S
交
遊
し
、’
王
室
に
對
し
て
は
寧
ろ
忠
勸
な
る
者. 

な
り
き
。
彼
の
肇
は-K
史
家
‘ビ
し
て
、戯
曲
家
ど
し
て
、 

詩
人
ビ
し
て
、
將
.た
又
®

學
者
科
寧
者
と
し
て
、
I

往
く 

V
J

し
，て
可
な̂

ざ
る
は
な
ぐ
、
創
才
に
は
寧
ろ
缺
け
尺 

ベ
り
し
も
、
其
の
機
智
ヒ
諧'l
i
R•

富
め
る
暢
達
の
筆
致
は 

英
國
流
の
常
識
と̂

俊
つ
て
、、
能
く
俗
浑
に
入
り
易
く 

又
深
遠
の
哲
理
を
短
甸̂

誰

め

て

忽?>
:

人

を

し

て

額

か
 

し
む
る
は
、
最
も
彼
の
長
處
な
り
き
。
彼
の
铝
的
は
人 

事
に
於
け
る
不
條
理
ヽ
偏
見
、
迷
信
を

I

掃
し
て
、
正 

理
ビ
公
道
ど
を
基
礎S
し
た
る
社
會
を
建
設
せ
ん
ビ
云 

ふ
に
在
6

き
。
彼
は 

一
W

な
ら
ず
大
官
を
攻
擊
し
て
_

 

禍
を
買
ひ
、
特
別
逮
捕
狀
^
依
て
パス
テ
ィ
ル
城
に
幽 

囚
，の
身
ビ
な
り
き
。
彼
は
®

國
k

任
つv

 

j

身
の
安
全 

を
求
む
る
能
は
ざ
り
し
が
爲
、
其
の
一
生
の
大
部
分
を 

異
鄕
に
.送
り
.た
り
&

。
彼
は
自
身
富
人
‘な
り
し
が故
、

:
 

社
會
の
秩
序
ど
政
府
の
.

强
固
ミ
を
重
ん
じ
、
與
の
改
苹

意

見

も

隨

て

镲

働

な

：々

き

"

彼
办
：所
說
を
布
衍
す
れ
ぱ
， 

究
竟
佛
國
の
政
•治
紙
織
を
變
页
せ
す
ん
ば
巳
ま
ざ
る
に 

至
る
可
き
も
、
^

ォ
ゾ
ル
ー
ブ
ー
ル
0

_
的
は
必
ず
し
も
«

 

國
.

の
王
政
を
»

«

す
る
.

に

在

ち

，
ざ

り

き

。

' 

王
室
^
し
て 

當
辟
弊
窖
の
中
心
た
り
し
敎
會
及
ぴ
»

族
の
特
權
に
對
； 

し
て
：制
限
を
加
へ 
' 

殊
に
政
府
攻
«

!0
鴆
點
た
々
し
_

 

ま
*

他
.

經
濟
上
の
弊

®

を

匡

被

す

：る
.

を
#

允
ら
ん
に
，；
 

は
、彼
は
固
ょ
6

:

王
室
^

背
ぐ
者
^

非
り
き
？
ダ
ォ
ル
一
,

 

1

■ル
は
_

ヌ
&

.»

の

愚

を
«'
じ

て

、
.民

主

政

治

ば

羅

竟

特 

別
の
好
境
遇
祀
在
る
國
.

に
の
か
1

^

る
、
も
の
な
办
ビ 

信
ぜ
り
。
：併
.

か
も
彼
は
.

民
：主
政
治
に
は
黨
派
の
殳
‘
*

、

' 

軋
_

、

§

0

過

誤

等

は

、
あ

 

>

得
べ
き
も
、：
尙
ほ
輿
刺

ロ
ミ
ユ
ー
虐
殺
の
如
る
は
_

^

て
有
0

得
べ
か
ら
す
ど 

，云
.

へ
な
。
次
^

グ

ォ
ー
ル
>
:

1

ル

は

，絕
對
的
無
舯
論
漭
に 

非
6

し

も

、

天

啓

的

宗

敎

，を

排

し

て

、
入

間

の

.

信
仰
を
. 

し
て
一
V

^

IE

邪

の

內

面

的

觀

念

に

依

b

て
歸
依
せ
.し

め

'

.

第
屮
f

. 

0
1
:

七
玉五

.
)：

雜

_

ん
と
猶
獎
せ
h.

0

而
しV

:

彼
が
羅
馬
敎
會
に
對
す
名
攻 

,

擊
は
最
も
痛
烈
を
極
め
し
k

彼
の
所
論
は
主
ヒ
し
て 

|,

ぺ
現
在-

の
問
題
に.

關
し
、
敎
儀
0

如
き
は
、
.必
ず
し
も
深 

.

く
之
を
問
は
ざ
り
き
。
要
す
る
に
、
グ
ォ
ル
テー

ル
は 

ー:

常
識
の
人
に
レ
て
、
空
理
空
論
を
排
し
、
時
代
の
勢
に 

へ
驅
ら
れ
て
彼
亦
自
然
及
び
自
然
の
法
則
を
說
か
ざ
る
，能 

は
ぎ
り
し
も
、
而
か
も
彼
の
所
論
は
決
し
ズ
現
實
を
離 

|

る

、

乙

^
能

は

ざ

汶

し

な

シ

。

-
•

.

.ダォ
ル
タ
ー
ル
は
フ
レ
デ
リ
ッ
キ
大
王
の
知
遇
を 

•

得
、：
ギ
ッ
ツ
ダ
ム
宮
殿
に
出
人
し
て
大
王
の
詩
文
を
添
. 

削
し
、
大
王

V
J
「

十
八
世
紀
'S

知
識
世
界
を
兩
分
し
て 

其
一
を
保
て
り」

：
？
稱
し
て
互
に
典
の
豪
懷
を
恣
に
せ 

\

ぅ
。
去
れ
ば
彼
の
文
筆
の
*

は
.佛

國

以

外

の

他

の

歐

洲 

リ
諸
國
の
明
君
賢
相
を
動
が
し
、
歐
洲
の
思
想
界
に一

大 

變
化
を
與
へ
た
り
.

。
史
家
.

ク
ル
ィ
0

く

「

グ
ォ
ル
テ
ー 

/

<

は
五
十
~

年
間
«

洲

知

獮

世

界^

湖
權
を
掌
撖
せ
り」

,
S

。

彼
•か「

余

は

今

代

に

於

い

て

v

>

丨
タ
ル
或
は
カ
ル
，

第

十

二

號〗

〇
五.'

革
1

學
の
：怫
國
大
#

命
に
及
ぼ
し
れ
る
影
響
，



第

十

四

卷
2

七
五
六)

.
，：
雜

黎
新
夂摩
の

.佛
國
大
苹
命に
.及
'ぼ
し

.T:
る

影
響
.

第
十U

號
，

1
〇
六

:
V

ィ

ゾM

第

十

六

：

■

紀

：に

於

て

爲

せ

し

ょ

k

も
多
大
の 

事
業
を
遂
げ
た
6

.」

と
.
云
へ
る
も
、
立
ず
し
も
、
自
薇 

自
贊
の
言
.

V
J

の
み
茇
ふ
.
可
か
ら
ず
。

.
'

(

六

)

げ
ォ
ル
テ
t

ル
ょ
b

も
佛
國
tt

會
の
弊
害
K
對
し
て 

..I

層
大
な
.る
不
平
，を
懷
さ
し
は
，、
實
に
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ッ 

ク
：
;.
:
> 

—

 (
1

七

1
1:

一ー

一
七
七
八
年)

な
ぅ
,̂

す
。

: 

彼
は
，ジ
-
.ネ
ー
グ
^

產
れ
：、；
夙
棒
世
路
の
»
難
と
戰
ひ 

■幾
度
か
逆
境
.に
墮
ち
.て
、
社
會
を
根
抵
:d

り

改

造

せ

.，
ん 

と
の
不
平
を
懷
け
々
。3(
:
:の
：理
義
粗
：笨
、'.
所
說
往
々
矛」 

盾
す
る
所
あ
^V

し
ゼ
雖
.、
極
hめ
て
.情
熱
に
富
み
て
言
冷 

，火
の
如
く 
V

«
境
^

泣
き
し
多
數
人
民
に
對
し
て
眞
擊' 

な
る
同
情
を
表
白
せ
し
が
故
、
：衆
皆
销
ふ
て
彼
の
說
に 

聽
.け
.り
0
:彼
‘は
.

「

0

然
に
s'

れ
.し

ビ
絕
叫
せ
し
も
、,尙
：ほ 

政
府
め
成
立
を
以
て»
衝
的
な
る
_

然
の
狀
亂
に
勝
れ
. 

り
ヒ
な
し
、
殆̂

無
能
に
‘

て
嫌
愚
な
る
動
物
を
理
性 

的
な
る
人
類
と
變
せ
し
め
し
は
、
政
府
の
德•ど
し
て
須
，

ら
く
之
を
祝
福
せ
ざ
る
可
ら
中̂
,云
.へ
み
.0

彼
は
其
の 

奢
書
に
於
て
ヽ
現
在
の
如
$

人
類
、
成
*'

せ
：し
め
得
.

ベ
き 

•

法
.

律

を

以

て

、

何

等

，が

確

實

に

し

て

疋

當

な

る

政

/f
f

ff
l

 

織
が
成
立
し
得
べ
き
や
杏
や
を
研
究
せ
ん
S

試
み
し 

も
、
而
か
.

も
忽
ち
此
の
當
初
の
0

的
を
忌
ぎ
し
て
、
其 

の
實
際
に
論
1

述
せ
1/
.

所
は
4
 

.政
權
の
油
象
的
.r

般
的
基 

’

礎
に
過
ぎ
す
。贿
し
て
.

人

類

を

在

り

の

鐵

に

，見

ず

し

て

、 

時
間
、場
處
、
墙
遇
等
の
有
ゆ
る
約
束
を
.無
視
し
た
る
抽 

象
的
動
物
と
し
て
、
之
を
論
じ
た
る
が
故
、
_

の
所
說 

畢

竟

1

篇
の
ユ
ト
v

r

fc

過
ぎ
ざ
り
き
0，
彼

は「

代
の 

傑
作『

民
約
論』

(
I

七
六
一一

年

)

に
於
い
て
、
熾
把
K

M

 

'

人
猶
說
を
唱
道
し
て
、
先
づ
、
\
谷
人
は
自
咁
に
生
を
享 

ぐ
•、
而
か
も
到
る
處
極
糖
に
呻
吟
せ
る
は
何
ぞ
や
と
設 

■.

印
し
、
.丽
こ
て
之
化
對
し
解
答
を
下
し
て
日
く
、
s

ff
i

 

■0

政
府
は
凡
て
不
正
當
な；

り
、-.
.

而
し
て
此
處
に
唯
だ
！
 

個
多
數
人
仗
の
政
治
で
ふ
自
然

(

神
.

の)

の
權
利
に
依
つ 

て
成
立
.つ
可
&
政
府
あ
む
ビ
。•
彼
は
又
.

日
く
、
自
然
は

:決
し
：1:
或
，
ー
人
に
他
の
同
等
者
を
支
配
す
可
ぎ
僅
烕
を 

與
へ
す
。
ホ
ッ
ブ
ス
及
び
ス
ビ
ノ
ザ
が
想
像
す
る
が
如 

く
、
，カ
は
；決
し
て
鐘
利
の
起
原
汍
る
能
は
す
、
何
t
.
« 

.れ
ば
、
蒞
し
果
し
，て
、
然̂
.ビ
：せ
«

、
.
.■一
層
强
カ
な
る-
, 

，
奢

は

：其

れ

以

上

の

'權
刹
者
た
る
可
ノ
、
、
此.の
如
く
ん
ば
ぐ| 

凡
，て
\の
«

利
は
浮
動
不
定
の
も
の̂

ら
ん
ー
1
4々
.
。'.
'

j 

.

.彼
’は
虹
何
に
し
て
多
數
人
民
を
桎
糖
の
苦
境
ょ
り
救

\j 

濟
や
可
き
ゃ
の
問
題
ギ
答
べ
て'
、
各
-
<を
自
_

ど
平
等
;: 

の
境
^

置
き
し
當
初
0

約
束
^

向
つ
.て
出
來
べ
き
だ
げ\ 

復
歸
す
.る
を
以
て
可
な̂

'

w

し
、：
日
く
、
门
問
題
は
凡
て

\ 

並
筒
の
.勢
力
を
以
て
社
.#

各
員
ル
身
體
幷
び
に
利
益
を

| 

辯
.護
七
保
®

す
可
&

社
龠
^

の
形
式
を
.發
見
す
る
.に

在| 

ボ

。
此
.の
社
會
上
0.

形
式
^

依
>
て
各
眞
は
他
の
蛋
一 

€
典
同
す
る

t

、
‘彼
自
身
は
尙
ほ
齓
會
に
服
從
し
、
：以 

前
0

如
く
自
由
の
身
れ
る
な
ド/
彼
は
简
ほ
こ
の
難
問. 

-ー
の
解
決
を
：試

^
.て
'0

く

、

「

吾

：<#:
自

ぬ

共

同

意

：
志
：
の

■«
. 

^

^
支
配
の
下
^

其
の
身
體
ビ
其
の
有
ゅ
る
力
-
を
置

、第

十

四

卷(

，ー
七3£
七)

.雜
錄
革
新
夂

_

の
_
_

き
、
斯
く
て
务
員
を
以
て
社#

全
體
ょ
h

分
つ
可
か
ら 

ざ
る
部
分
€

見
做
す
な
り」

云
々
'°
,

.之
を
要
す
る
に
、

ル”
ゥ
‘の
政
治
的
a

想
は
、
人
民 

に
依
て
人
民
の
爲k
人
民
の
政
府
を
設
く
る
に
*
|
&
し 

も
、
彼
が
所
論
は
畢
竟
一
部
の
刺
益
は
常
に
全fit
の
利 

益
^

一
 

敌
す
る
事
及
：び
民
衆
は
常
に
社
嘗1
般
の
利
益 

»

識
別
し
て
之
を
途
行
せ
んi

努
力
す
る
^
の
な
る
事 

て
ふ
.一：一
個
の
誤
つ
た
る11
斷
化
立
ち
れ
6

し
な
り
。
此 

:

の
如
.く
し
て
、
人
々
が
自
幽k
併
か
も
取
等
の
條
仲
に 

V

新
忆
社
會
的
契
約
，を
締
結
す
る.や
、
M

.R

佛
國
灌
命 

.
'の
»;

語
/2

る
.自
由
、
平
等
、
博
愛
の
思
想
は
、
續
て
到
る 

:
'
:
f
。
然
る
に
ル
ソ
1
U

典
同
意
志
を
以
て
權
利
た
ら 

W

る
可
か
ら
t:

、
公
共
の
刹
益
た
ら
ざ
る
可
か
ら
す
ビ
，
 

主
張
し
、
且
つ
，國
：

a

の
集
合
的
意
志
た
る
國
家
は

>

 

典 

の
at

會
全
體
に
最
も
適
，當
せ
る
方
法
に
依
ぅ
て
、
國
家 

_
0各
剖
分
を
動
か
し
、..且
..つ
，
處

分

す

る

の

 

一
fe

®

^

ヰ

:

的
權
f

有
せ
ざ
る
可
ら
ず
ヾ
し
唱
へ
、.艰
等
の
爲
は
は
；
-

\

:

大
苹
命
ド
及
ぼ
し
れ
る
影
響
 

ノ
第
十
‘ニ
號
’】

〇
七



. ハ ’ _

,

/

第
十
四
卷
.
‘(

一
七
五.八〕

雜

錄

苹
新
彥
の
佛
禪
大
苹
命U
及
ぼ
し
.わ

る

馨

.

第
十
5

 

3
 

V 

,

1
を

謹

？

！
^

I

f

 

\左
れ
ガ
ル
.ソ

i

時
代
を
瑰
出
せ
し
む
るI

t

。
丽
し
て
結
局
$

‘

自
S

震

は
^

か
ら
國
家
專
制
の
省
達
を
助
長
し、」

' 

を
し
て
ナ
ボ
レ
、
ォ
ン
の

」

足
下
に
投
せ
し
め
し
ゆ
、
こ
の
ぃ 

.
1

の
論
|

嚴
f

る

す

、
，
他

を
.誤
ら
し
め
f

無

へ

空

想
S

ふ
失
望
の
念
に
外
な
ら
ざ
と
？

。
要

む；

.

；

釋

S

、
■

裏

上
S

察
I

れ

营
I

:

の
f

 

.

.る
に
、
佛
I

f

 

二

期

に

罵

す

れ

ば

、
前
？

即
'

歸
す
！^

1

、
'
,之
.

S

め

，
佛

國

の

，革

命

家

を

し

て

過

激

 

一
I

ォ
レ
ノ
ー•
フ
上
時
代
に
し
て
、
後
期
S

ち
レ
ン
"

 

な

る

行

歃

を

演

せ

七

，
め

.

、
.

延

ひ
て
は
他
の
歐
洲
諸
國
ビ
時
代
な
6

^

,

す
。
：

の̂

^

突
を
-̂

ひ

し

な

ヶ

。
.：

 

j 

、
じ\

 

/

タ
ォ
J

丨

ル

は.
蕃

ど

推

理

の

.透

明
ビ

に

依

つ
て.

j

 

:

ル

ソ

丨

等

の

外

に

办

產

社

會

主

義

を

唱

道

せ

し

モ

レ

.

.
 

|

%

魅

し

ル

ン;.
)

は

他

の

則

侧|:.
刺

す

直

情̂

於

：|
.

ソ

ィ

、K

プ

ッ

ィ

等

は

：全

然

舊

制

：度

を

破

壤

し
て
、
ff
l

■

:

4
齒

ヤ

應

せ

夂
^

會

が

極

め

で

容

易

に

菖

時

代

「

，
繋

書

雪,

®

^

一
 

派
ゆ
«

ら
破
壤
'

一
に
復
歸
し
得
可
きf

は
じ
め
："て
民
衆
■

稷

勸

說

せ

的

消

極

的9

敎
訓
を
皴
吹
し
、
.
道
念
の
產
的
命
令
れ 

:.
L

ソ
ノ
ソ
1
^

し
て
:.

彼
ヵ
隨
處
^

說
$

じが如くん代るに、道理

(
R
e
a
s
o
n
)

を
以
て
.道
_
の
標
準
ビ
爲
さ 

'
.
は

 ̂

ん
ビ
.せ
り
。
然
る
に
彼
等
の
主
奪
し
所
論
の
前
傲t

T

足
れ
る
I

く

見

篇

咨

か

ぐ

無

造

作
H

る
や
、
極
端
i

個

人

義

な

と

か

ば

、
彼
等
の
所 

「

霧

は

、
彼
の
所
說
を
金
璧f

し
て
信
舉
せ
し
サ
，■
謂
道
■

は
危
機
に
.職
ん
で
、
情
熱
乃
至
利
己
む
の
左
は

_ 

,

ン
ブ
ジ
-

ス
ト
、

ザ
^

:'
,
:
:而
し
1:
.當
11
#

,

#國
.

の
：思
«

界
は
、
惟
痄
形
而
上
の
事
減

^

デ
ド

«
.
1
の
#

物
說
.

及
.

び
無
神
論
は
、
グ
ォ
ル
：テ 

即
に
於
い
て
，火
變
革
の
狀
態
に
在
り
し
0

み
«-

ら
ず
"

丨
ル
.の
所
說
ど
相
應
じ
て
、
敎
會
に
對
す
る
痛
切
な
'̂ 

形
而
下
，の
學
問
诚
於
‘

い
て
も
漸
：ぐ新
硏
究
の
猫
に
漭
&

打

擊

な

. 

•

た
り
。.：即
ち
天
文
、
物
：理
、
化
學
、
地
質
學
豁
夹れ

—
-

パ
元
來
佛
國
人
は
.威
情
强
く
想
像
に
當
み
且
極
め
て
樹 

«:

资
.

な
る
形
式
に
於
い
：て
_

究
.

せ
?>
'

^

し
が
>
是

繙

の
~

動
：的
の
.

國
民
な
れ
ば
、
逄
等
：の
所
|

1

堪
新
文
學
が
一
度 

新
研
究
に
對
し
て
多
大
'

の
刺
戟
を
興
へ
|
1>

ば
"

デ

ド

ね:.
:
:
一

 

び
こ
の
感
激
し
易
き
國
说
の
.

心
を
奪
ふ
や
、
恰
も
®
火 

丄

.

一
七
：11

二
年
|

1

七
八
：四
年)

が
ダ
：ラ
.

ム
-べ

ル

(

ー，.
:.
|

;:
§

燦
原
を
燒
く
が
如
く
、
培
晚
舊
組
織
の
Ri

家
及
び
敎 

七
.

}

七
年
I

一.
七
八
S

年

)

.

等
と
協
力
し
ァ
幾
多
响
志
會
等
有
ゆ
る
文
物
刺
度
を

.

擧
げ
て
之
を
破
*
し
盡
さ
ず

.

學
者
め
®

助
を
得
て
編
輯
し
た
を
1
.
'
_七
六
3£
年
に
完
成 

.

せ
し
有
名
な
る『

#

蘭
西
大
西
科
命
書
^

&

与

&
^
穿 

r
a
i
s
o
n

n)>
.
e

 

d
e
s

 

s
d
e
n
c
e
s
—
d
e
s

 

A
r
t
s

'r
t
l
t
: d

e
s

 

M
6
t
i
e
r
s

 

ン’

の
刊
行
な
り
ビ
す
メ 

ニ
屮
八
册
ょ
办
成
る
大
著
作
^
し 

ヤ
ナ
人
生
宇
宙
に
關
す
る
有
ゆ
る
哲
理
'̂

歷
史
±

科
#

.上
全
般
の
知
識
を̂

^
し
、
之
を
&

合

制

が

し

て

.

.̂
從 

來
の
掘
威
^

傳
說
ビ
.に
基
け
^
舊
式
の
思
想
へ
信
仰
を 

根
柢
ょ
り
破
壤
せ
ん̂

試
み
る
も
の
^

し
て
、
其
の
怫

國
の
思
想
界
^

與
へ
し
影
響
枝
極
め
て
大
な
り
し
が
、

.

• 

/.
 

\ 

.

.

.
 

-
..
: 

. 

‘
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'

第
十
四
卷
，(

，一,'七
5 ?
.

九
>

' '
'
,

雜
：

錄
.

.

苹
新
.
文.
學
0

佛
_

大
苹
命

1-
:

及1
ぼ
し
?:

ろ
影
，響

ん
.

ば
已
ま
ざ
る
は
、
固
ょ
^

V

理

：
勢

の

然
&:
し

む
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猶
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を
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己
の
想
像
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形
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つ

て
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は
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記
の
革
命
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學
が
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史
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自

己
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想
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會
保
險
の
廣
銀
に
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.

，
ぼ

ず

影

響

(

.
下)

.
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：： /

園

'
:

:::
:;

べ
ビ
：
■

七
.
，

.
' 

^

.«
練
勞
働
者
の
立
場
ど
不
熟
練
勞
働
*

の
立
場
に
.は 

相
違
が
ある。

熟
練
勞
働
满
の
考
へ
る

S

こ
ろ
を

.

以
て

 

-す
机
ば
、
傭
主
に
保
險
料
の
支
挪
を
な
さ
し
む
る
こ
ミ 

.は
，、
.
そ
れ
だ
け傭
主
の
負
*

を
加
®-

す
る
%
の

で
あ
る 

.ヵ
^

丨
ィ
額の

賃

龈

引
, &

下
げ
が
行
は
れ
る
乙
ど
は
、 

已
t

を
得

ぬ》」

ど

、
し

て

許
さ
な
(
て
は
な
ら
ぬ
ビ
い 

ふ
;0

ま

た.熟

練

贫

.働

者

は

不

熟

練

勞

働

莕

ょ

り

も

串

身
 

で
3

の
時
に
備
へ
る
、
？

：
が
多
い
。
:彼
筚
に
は
そ
0
 

行
^
ビ
乙
ろ
の
特

姊

忮能
0

程

度

れ

蔽

资

關
.聯

し

て

、 

ょ
ヵ
多
く
藤
傭
胤
圓
に
制

跟
が
あ
る

。
從

つ

で

そ

れ

だ 

け
就
職
を
選
擇
す

る
餘
地
が
狹
い
0

で
あ
る
。

し
が
し
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な
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他
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方
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於
い
て
、
熟
線
勞
働
密
は
不
熟
練 

勞
侮
漭
ょ
り
も
、
ょ6
鞏
固
な
る
勞
働
齟
合
を
龃
着
し
、
 

ス
ト
ラ
ィ
キ
の
如
き
場
合
汶
は
比
較
的
傲
大
な
る
權
&
 

を
^

つ
て
ゐ
る
。

,
\
ヽ
然
か
6

ば
不
熟
練
勞
働
者
の
立
場
は
如
何
で*.
る
か 

\ 

€
v>

ふ

に

、

彼

等

は

熟

練

：勞

働

著

の

や

ぅ

に

聚

©.
な

る 

.

紐
織
を
有
つ
て
ゐ
な
い°

で
夫
る
か
.
6
彼
等
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こ
の
a
 

\

に
^

て
は
不
便
.を
感
ず
る
o

し
か
し
な
が
ら
，彼
，等
は
前 

者
^

比
し
で
傭
主
を
得
る
範
圍
が
颇
る
廣
汎
で
あ
る6 

\

こ
れ
等
の
事
愦
か
ら.#
等
不
熟
練
勞
働
者
が
協
同
：動
作 

I
,

を
な
す
.こ
と
は
頗
る
困
難̂

こ
ビ
で
あ
る
。
し
か
し：{ 

度
不
當
な
，る®

銀
の
引
き
下
.げ
に
ょ
0

て
超
つ
時
に
a
 

ノ

堅
實
な
令
園
結
が
成
立
す'る
.。
蓋
し
組
合
に
加
入
，せ
ざ 

る
勞
働
者
の
IH

當
貨
銀
、
.ま

た

は

生

存

賃

龈li
v
i
n
g： 

w
a
g
e

の
.心
理
的
評
價
_は
ほ
ビ
ん
ど
最
低«
率
の
佑
.
|

の
基
礎
に
あ
る
か
ら
.

で
あ
る
。：

不
熟
§

働
者
は
^

ら
：，

.

す
や
將
來
R
於
け
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*
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^

^

I
し
て
：、賃
銀
の
引

；' n； 、

下
げ
を
許
容
す
る
1

の
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看
做
す
こ
ど
を
拒
故
す
る
;

危
險
の
程
度
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に
ょ
0

て
相
異
す
る
も
の
^.

あ
る
：
°
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で
あ
ら
う
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ま
た
恐
ら
ん
物
價
騰
貴
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際
の
如
く
生
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然
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ら
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の
問
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が
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產
業
の
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す
る
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に
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い
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貨
龈
の
引
き
上
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を
遞
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に
對
す
る
費
用
を
餘
分
に
加
重
せ
ら
る
>
に
比
例
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延
す
る
傭
主
の
主
張
に
對
し
て
茸
ヶ
借
す
も
の
は
誰
も
て
、
貧
銀
の
！̂
.

き
下
げ
を
起
す
が
如
き
危
險
な
る
產
業 

あ
る
ま
s
 

o

尙
ほ
不
熟
練
勢
働
に
對
す
る：

街
要
の
範
圍
二
.

に
於
い
.

て
は
、
勞
働
の
靈
耍
が
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
' 

廣
き
こ

v

は
、
か
く
の
：如
き
引
き
下
げ
を
益
々
困
雛
な

I

か
，t

い
ふ
こ
^

こ
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れ
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あ
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保
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し
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中
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險
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險
制
度
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施
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•

に
勞
働
の
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に

不
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影
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す
る
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ず
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な
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.
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幽

內
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暫
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し
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や
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。
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上
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敗
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課
せ
ら
れ
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負
擔
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大
小
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準
じ
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あ
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.
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^
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.
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ら
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據
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業
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應
じ
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影
#
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。
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業
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險
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し
て
、
.
要
求 

.

各
糊
の
產
業
部
門
を
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す
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。
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し
て
傷
®
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せもる
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熟
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